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我
が
国
の
経
済
環
境
は
未
だ
厳

し
い
状
況
に
あ
り
、
そ
れ
に
伴
う

雇
用
喪
失
は
、
家
族
機
能
の
低
下

や
貧
困
を
も
た
ら
し
、
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
や
単
身
世

帯
の
増
加
と
相
ま
っ
て
孤
独
死
の

増
加
な
ど
無
縁
社
会
が
顕
在
化
し

て
き
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
問
題
を

解
決
し
て
い
く
社
会
シ
ス
テ
ム
の

構
築
が
望
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。こ

う
し
た
中
、
地
域
福
祉
の

中
核
的
な
推
進
機
関
で
あ
る
社
会

福
祉
協
議
会
の
役
割
は
ま
す
ま
す

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
行
政
を
は
じ
め
関
係
機
関
、

民
間
諸
団
体
等
と
一
層
連
携
を
強

め
、
き
め
細
か
な
地
域
福
祉
活
動

の
推
進
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

を
目
指
し
、
市
民
が
健
康
で
生
き

が
い
を
持
て
る
福
祉
社
会
の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な

考
え
を
基
に
、
地
域
住
民
の
多
様

化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
信
頼

さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

介
護
保
険
・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
民
間

事
業
所
の
増
加
に
よ
る
競
争
の
激

化
等
に
よ
り
ま
す
ま
す
厳
し
い
状

況
下
に
あ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き

「
特
定
事
業
所
加
算
」
の
と
れ
る

体
制
の
整
備
を
図
り
つ
つ
、
効
率

的
な
事
業
の
実
施
に
よ
り
経
営
の

安
定
を
図
り
な
が
ら
、
研
修
体
制

を
充
実
し
、
一
層
き
め
細
か
な
居

宅
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

昨
年
度
開
設
し
た
「
障
害
者
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
い
ち
の
み
や
」

に
つ
い
て
は
順
調
に
事
業
を
実
施

し
て
お
り
、
引
き
続
き
一
宮
市
障

害
者
自
立
支
援
協
議
会
や
他
の
関

係
機
関
と
連
携
し
、
障
害
者
の
相

談
に
応
じ
問
題
解
決
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
認
知
症
高
齢
者
、

知
的･

精
神
障
害
者
等
判
断
能
力
が

十
分
で
な
い
方
の
金
銭
管
理
や
書

類
等
の
預
か
り
サ
ー
ビ
ス
の
周
知

に
努
め
、
制
度
の
積
極
的
な
活
用

促
進
を
図
り
ま
す
。

一
方
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
１

年
が
経
過
し
、
被
災
地
に
お
け
る

福
祉
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
し
て
き
て

い
ま
す
。
が
れ
き
の
撤
去
作
業
か

ら
始
ま
り
、
個
人
宅
の
被
災
荷
物

の
片
付
け
、
仮
設
住
宅
か
ら
の
転

居
の
手
伝
い
、
さ
ら
に
心
の
ケ
ア

な
ど
、
依
然
と
し
て
被
災
地
域
外

か
ら
の
支
援
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
中
、
被
災
地
の
復
興
を
図
る
支

援
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
秋
完
成
予
定
の

一
宮
駅
前
ビ
ル
に
総
務
課
部
門
の

移
転
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
駅

と
い
う
利
便
性
を
活
か
し
、
社
会

福
祉
の
広
報
啓
発
や
情
報
の
発
信

源
と
な
り
、
市
民
に
身
近
な
社
協

を
目
指
す
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業
の
拡
充
を
図

る
ほ
か
、
市
民
の
安
心
を
支
え
る

「
相
談
支
援
」
や
「
心
配
ご
と
相

談
」
等
、
相
談
業
務
を
ま
す
ま
す

充
実
し
、
地
域
福
祉
の
増
進
を
目

指
し
た
諸
活
動
を
積
極
的
に
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

１.　

支
会
事
業
・
活
動
の
充
実

と
法
人
経
営
の
安
定
化
基
盤
の

確
立
を
図
る
。
ま
た
、
定
期
的

に
各
支
会
が
情
報
交
換
の
出
来

る
場
を
設
け
る
と
共
に
、
地
区

社
協
の
先
進
地
へ
の
視
察
等
を

通
じ
、
支
会
活
動
の
一
層
の
活

性
化
を
図
る
。　
　

２.　

被
災
地
支
援
と
し
て
、
岩
手

県
大
船
渡
市
内
の
み
な
し
仮
設
入

居
者
世
帯
へ
の
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
訪
問
活
動
を
実
施
す
る
。

３.　

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

で
は
、
利
用
者
の
増
加
に
伴
い

処
遇
困
難
な
ケ
ー
ス
も
増
加
傾

向
に
あ
り
、
職
員
の
専
門
性
の

一
層
の
向
上
に
努
め
、
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
質
の
充
実
を
図
る
。

４.　

地
域
福
祉
の
主
要
な
担
い

手
と
し
て
期
待
さ
れ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
養
成
と
活
動
の
推
進

に
努
め
る
。
特
に
、
青
少
年
に

対
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
の

高
揚
と
福
祉
教
育
の
一
層
の
推

進
を
図
る
。

５.　

介
護
保
険
事
業
及
び
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
特
定
事
業
所
加

算
の
と
れ
る
体
制
の
整
備
を
図

り
、
質
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
努
め
る
。
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支　出 （単位：千円）

収　入 （単位：千円）

収 入

支 出

介護保険等
収入 36.0%
介護保険等
収入 36.0%

補助金収入
23.2%会費収入 5.9%

居宅介護等
事業 51.9%

共同募金
配分金収入 3.6%

受託金収入 2.9%

貸付事業償還金 0.8%
繰入金収入 1.8%

寄付金その他 1.8%

前期末支払
資金残高 24.0%

居宅介護
支援事業 8.4%

法人運営事業
21.7%

ふれあいのまちづくり
推進事業 6.1%

共同募金
配分金事業 5.0%

資金貸付事業 1.6%

地域福祉サービス
センター事業 0.9%

ボランティアセンター
活動事業 1.2%

基金運営事業
他 1.7%

日常生活自立
支援事業 1.1%

県社協・一宮市
受託事業 0.4%

平成24年度 一般会計予算額
909,421,000円

介 護 保 険 等 収 入 327,196

補 助 金 収 入 211,177

会 費 収 入 53,384

共 同 募 金 配 分 金 収 入 33,020

受 託 金 収 入 26,449

繰 入 金 収 入 16,446

貸 付 事 業 償 還 金 収 入 7,200

寄 付 金 そ の 他 16,729

前 期 末 支 払 資 金 残 高 217,820

　 合 計 　 909,421

居 宅 介 護 等 事 業 472,416 

法 人 運 営 事 業 197,676 

居 宅 介 護 支 援 事 業 75,972 

ふれあいのまちづくり推進事業 55,653 

共 同 募 金 配 分 金 事 業 45,235 

資 金 貸 付 事 業 14,183 

ボランティアセンター活動事業 11,172 

日 常 生 活 自 立 支 援 事 業 10,090 

地域福祉サービスセンター事業 8,449 

県社協・一宮市受託事業 3,295 

基 金 運 営 事 業 他 15,280 

　 合 計 　 909,421 
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